
大
会
は
大
和
執
行
副
委
員
長

の
司
会
で
開
会
し
、
代
議
員
19

名
中
19
名
の
出
席
、
執
行
部
12

名
中
11
名
の
出
席
で
大
会
が
成

立
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
議
長

団
は
議
長
に
石
田
代
議
員
（
近

畿
）
、
副
議
長
に
西
川
代
議
員

（
近
畿
）
が

選
出
さ
れ
ま

し
た
。

植
田
執
行

委
員
長
が
挨

拶
を
行
な
い
、

来
賓
挨
拶
と
し
て
日
本
共
産
党

か
ら
堀
川
あ
き
こ
衆
議
院
議
員
、

社
会
民
主
党
か
ら
京
都
府
連
合

の
来
住
文
男
幹
事
長
、
こ
く
み

ん
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
共
済
か
ら
田
口
課

長
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
挨
拶
を
受

け
ま
し
た
。

国
労
本
部
か
ら
は
宮
﨑
中
央

執
行
委
員
長
が
出
席
さ
れ
全
国

大
会
の
報
告
や
情
勢
や
組
織
等

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

経
過
報
告
、
協
約
・
協
定
の

締
結
承
認
、
２
０
２
５
年
度
の

運
動
方
針
（
案
）
の
提
案
を
行

な
い
、
16
名
の
代
議
員
か
ら
発

言
を
受
け
、
答
弁
・
集
約
を
行

な
い
ま
し
た
。

組
織
検
討
委
員
会
の
報
告
、

２
０
２
４
年
度
決
算
報
告
、
２

０
２
５
年
度
予
算
の
提
案
、
ス

ト
ラ
イ
キ
権
、
役
員
改
選
等
を

行
な
い
、
特
別
決
議
（
案
）
、

大
会
宣
言
（
案
）
を
読
み
上
げ
、

藤
野
執
行
委
員
長
の
閉
会
挨
拶

を
受
け
、
植
田
執
行
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま

し
た
。

今
大
会
に
お
い
て
、
長
い
間
会

計
監
査
員
の
任
を
努
め
て
い
た

だ
い
た
、
岡
出
会
計
監
査
員
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、

お
疲
れ
様
で
し
た
！

（１） ２０２５年 ８ 月１６日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町２－２ 国労大阪会館内 ０６－６３５８－１１９０ NO.３８８

発行責任者 植田 重信

編集責任者 大北 真也

国労西日本ＨＰ

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
を
利
用
中

組
合
員
の
皆
さ
ん
登
録
し
よ
う

登
録
は
西
日
本
本
部
ま
た
は
地
方
本
部
へ

国労西日本本部

第
39
回
西
日
本
本
部
大
会
を
開
催
！

一
致
団
結
し
て
取
り
組
も
う
！

国

労

西

日

本

本

部

は

、

８

月

９

日

（

土

）

国

労

大

阪

会

館

に

お

い

て

第

39

回

定

期

西

日

本

本

部

大

会

を

開

催

し

、

こ

の

一

年

間

の

闘

い

の

総

括

を

行

な

い

、

安

全

・

安

心

輸

送

の

確

立

、

労

働

条

件

の

改

善

、

組

織

の

拡

大

・

強

化

、

ロ

ー

カ

ル

線

の

廃

止

反

対

、
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春

闘

等

の

諸

課

題

に

つ

い

て

向

こ

う

一

年

間

の

闘

う

方

針

を

確

立

し

ま

し

た

。

国労運動を次世代へ！
全組合員で奮闘しよう！

（石田議長・西川副議長）

大会終了後に構成員及び傍聴者で全
体交流会を開催し、これからの運動へ
の意志統一を行ない、団結を深め合い
ました！

お

詫

び

前
号
（
８
月
１
日
発
行

№
３
８
７
号
）
に
お
い
て
、

役
員
の
退
任
欄
で
「
木
村

副
委
員
長
」
が
盛
れ
て
い

ま
し
た
。
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
修
正
版

を
掲
載
済
。
印
刷
発
送
分

は
漏
れ
た
状
態
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん

で
し
た
。

日
本
共
産
党

堀
川
あ
き
こ
衆
議
院
議
員

社
会
民
主
党
京
都
府
連
合

来
住
文
男
幹
事
長

こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
大
阪
推
進
本
部

田
口
佳
仁
課
長

国
鉄
労
働
組
合
中
央
本
部

宮
﨑
浩
則
執
行
委
員
長



１
９
４

５
年
８
月

６
日
広
島
、

８
月
９
日

長
崎
に
原

爆
が
投
下

さ
れ
、
あ
の
日
か
ら
80

年

の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
12

月
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
さ
れ
た
被
団
協

の
取
り
組
み
は
「
愚
か
な

戦
争
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し

さ
、
過
ち
を
二
度
と
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
」
こ

と
を
全
世
界
に
訴
え
平
和

へ
の
大
き
な
流
れ
を
創
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
国
労

は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性

を
明
ら
か
に
し
「
反
戦
・

平
和
・
平
等
」
の
た
め
に

運
動
の
継
続
を
図
る
と
と

も
に
、
戦
後
80

年
、
被
爆

80
年
を
節
目
に
、
核
廃
絶
、

世
界
の
す
べ
て
の
紛
争
の

早
期
収
束
と
人
権
尊
重
、

恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け

運
動
の
強
化
を
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

①

組
織
拡
大
・
強
化
に

つ
い
て

国
労
第
94
回
全
国
大
会
に

お
い
て
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
が
、
私
た
ち
の
生
命
線

で
あ
る
組
織
の
強
化
・
拡

大
で
す
。
こ
の
１
年
間
で
、

６
名
の
拡
大
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
全

体
で
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
拡
大
に
は
至
ら
な

く
て
も
、
組
合
員
の
日
頃

か
ら
の
活
動
が
結
び
つ
い

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
職
場
を
基
礎
に
国
労

の
運
動
す
る
姿
が
拡
大
へ

の

大

き

な

条

件

で

あ

り

『
国
労
の
運
動
を
見
せ
る
・

知
っ
て
も
ら
う
』
た
め
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
と
本
部
が
進
め

て
い
る
「
ツ
ナ
グ
」
の
活

用
・
充
実
を
全
体
で
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
取

り
組
み
の
強
化
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
引
き
続

き
、
取
り
組
み
の
経
験
を

学
び
合
っ
て
、
各
地
方
か

ら
組
織
拡
大
の
流
れ
を
広

く
大
き
く
し
、
同
時
に
次

世
代
に
国
労
運
動
の
継
承

と
運
動
・
組
織
の
前
進
に

全
力
を
上
げ
よ
う
。
職
場

に
お
い
て
世
話
役
活
動
を

含
め
た
日
常
的
な
取
り
組

み
、
運
動
の
成
果
と
課
題

を
明
確
に
し
て
今
後
も
組

織
強
化
・
拡
大
に
全
力
を

挙
げ
て
い
こ
う
。

②

労
働
条
件
改
善
、
安

全
輸
送
を
守
る
闘
い

に
つ
い
て

「
合
理
化
・
効
率
化
」

施
策
が
よ
り
一
層
加
速
し

て
い
ま
す
。
要
員
削
減
、

労
働
環
境
・
技
術
継
承
の

課
題
な
ど
、
改
善
を
求
め

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

各
社
の
２
０
２
４
年
度

決
算
は
黒
字
計
上
と
な
っ

た
が
、
こ
の
こ
と
は
労
働

者
の
努
力
と
賃
金
抑
制
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
労
働
者
の
安
全
・

安
心
と
健
康
な
生
活
、
雇

用
、
賃
金
な
ど
生
活
不
安
・

労
働
不
安
の
解
消
に
向
け
、

労
働
条
件
改
善
と
福
利
厚

生
の
充
実
・
向
上
が
更
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
25

年
春
闘
は
全
社
と
も
に
要

求
額
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
「
有
額
回
答
」
を

引
き
出
し
、
ま
た
グ
ル
ー

プ
会
社
・
関
連
会
社
に
お

い
て
も
回
答
を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

各
地
方
の
取
り
組
み
と
全

組
合
員
に
感
謝
を
申
し
上

げ
、
「
闘
わ
な
け
れ
ば
変

わ
ら
な
い
。
要
求
も
前
進

し
な
い
こ
と
」
を
基
本
に
、
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春
闘
の
闘
い
へ
と
生
か

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

社
員
の
生
活
、
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
今
ま
で

溜
め
込
ん
で
き
た
内
部
留

保
の
一
部
を
取
り
崩
し
活

用
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
と
同
時
に
、
当
面
す
る

闘
い
と
今
後
準
備
が
さ
れ

る
貨
物
会
社
を
は
じ
め
グ

ル
ー
プ
・
関
連
会
社
の
年

年
末
手
当
国
労
要
求
の
満

額
獲
得
を
め
ざ
し
、
客
貨

一
体
の
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
と
、
26

年
春
闘
に

向
け
て
生
活
実
態
・
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
る

回
答
を
ベ
ー
ス
に
人
間
ら

し
く
生
活
し
て
い
く
た
め

に
い
く
ら
必
要
な
の
か
、

生
計
費
原
則
で
の
要
求
討

議
、
要
求
の
根
拠
・
確
立

で
、
全
国
統
一
闘
争
を
展

開
す
る
こ
と
が
益
々
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
知
山
線
列
車
事
故
か

ら
20

年
、
伯
備
線
触
車
事

故
か
ら
19

年
が
経
過
、
私

た
ち
は
「
家
族
や
仲
間
を

悲
し
ま
せ
る
事
故
を
発
生

さ
せ
な
い
」
決
意
を
一
つ

に
『
安
全
』
へ
の
道
を
し
っ

か
り
と
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

中
、
本
社
幹
部
が
激
し
く

叱
責
し
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
っ

た
と
第
三
者
評
価
委
員
会

よ
り
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

会
社
が
掲
げ
る
「
心
理
的

安
全
性
」
と
は
、
ま
さ
に

逆
行
す
る
も
の
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
『
安
全

確
保
』
の
観
点
か
ら
し
っ

か
り
と
議
論
、
検
証
し
改

善
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
Ｊ
Ｒ
会
社
が

進
め
て
い
る
業
務
の
大
単

位
化
、
委
託
化
、
外
注
化
、

シ
ス
テ
ム
化
等
に
よ
る
要

員
削
減
、
過
酷
な
勤
務
実

態
や
技
術
継
承
の
欠
落
な

ど
し
っ
か
と
検
証
し
、
安

全
に
必
要
な
要
員
の
確
保

と
抜
本
的
な
改
善
を
求
め

運
動
を
強
化
し
、
安
全
・

安
心
の
鉄
道
輸
送
の
確
保
、

労
働
条
件
の
改
善
と
健
康

で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
を
は
じ

め
闘
い
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

③

地
方
交
通
線
、
公
共

交
通
と
し
て
の
鉄
道

を
守
る
た
め
に

Ｊ
Ｒ
会
社
が
発
足
し
38

年
、
分
割
・
民
営
化
で
引

き
継
い
だ
Ｊ
Ｒ
が
そ
の
使

命
や
役
割
、
極
め
て
重
要

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
っ

て
い
る
こ
と
は
変
わ
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
地
方
交
通
線
の
存
廃

は
地
方
・
地
域
の
将
来
展

望
に
関
わ
る
極
め
て
重
要

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

芸
備
線
に
つ
い
て
「
再

構
築
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
議
論
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
国
は
「
地
域
の
了

解
な
し
に
ロ
ー
カ
ル
線
を

廃
止
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
示
し
て
い
ま
す
が
、
３

年
を
目
途
に
存
廃
の
方
針

を
示
す
と
し
て
い
ま
す
。

国
が
責
任
を
持
ち
、
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
地

方
・
地
域
の
活
性
化
や
ま

ち
づ
く
り
、
日
本
全
体
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
、
生
活
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
物
流
シ
ス
テ

ム
の
観
点
か
ら
国
民
が
安

心
・
安
全
に
社
会
生
活
が

営
め
る
よ
う
に
国
の
役
割

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関

と
し
て
の
役
割
と
鉄
道
の

安
全
を
守
る
た
め
、
労
働

組
合
と
し
て
取
り
組
ん
で

行
く
決
意
で
す
。
Ｊ
Ｒ
西

日
本
に
よ
る
地
方
ロ
ー
カ

ル
線
廃
止
・
列
車
本
数
の

削
減
に
反
対
し
、
地
域
住

民
の
移
動
す
る
権
利
と
安

全
・
安
心
の
公
共
交
通
の

確
保
に
向
け
て
、
本
部
が

取
り
組
ん
で
い
る
国
交
省

要
請
・
政
党
要
請
、
を
は

じ
め
宣
伝
行
動
・
統
一
行

動
な
ど
各
地
方
本
部
と
連

携
し
て
引
き
続
き
運
動
を

強
化
す
る
も
の
で
す
。

④

国
民
生
活
、
平
和
と

民
主
主
義
、
立
憲
主

義
を
守
る
闘
い
に
つ

い
て

７
月
に
行
な
わ
れ
た
参

議
院
選
に
お
い
て
、
自
民

党
の
金
権
腐
敗
政
治
へ
の

怒
り
と
社
会
保
障
制
度
を

は
じ
め
医
療
体
制
の
問
題
、

経
済
対
策
、
外
交
・
安
全

保
障
、
復
興
と
災
害
に
強

い
基
盤
づ
く
り
な
ど
自
公

政
権
に
対
す
る
国
民
の
怒

り
が
「
Ｎ
Ｏ
」
の
審
判
を

下
し
、
自
民
・
公
明
は
大

き
く
議
席
を
減
ら
し
、
衆

議
院
に
次
ぎ
参
議
院
で
も

過
半
数
割
れ
に
追
い
込
み
、

少
数
与
党
と
な
り
ま
し
た
。

臨
時
国
会
も
短
期
間
行
な

わ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の

国
会
運
営
を
乗
り
切
る
た

め
野
党
へ
の
分
断
を
図
る

な
ど
様
々
な
動
き
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
国
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

再
建
が
第
一
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

憲
法
破
壊
と
国
民
生
活
無

視
の
悪
政
を
続
け
る
石
破

自
公
政
権
と
改
憲
勢
力
に

対
峙
し
、
日
本
と
世
界
の

恒
久
平
和
を
実
現
す
る
た

め
に
、
大
軍
拡
と
改
憲
を

許
さ
な
い
国
民
的
運
動
を

ひ
ろ
げ
、
自
公
政
権
と
そ

の
補
完
勢
力
が
推
し
進
め

る
『
戦
争
す
る
国
づ
く
り
』

や
改
憲
の
暴
走
を
終
わ
ら

せ
る
た
め
、
反
動
政
治
に

Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け
、
憲
法

と
平
和
、
人
権
を
守
る
こ

と
が
大
変
重
要
な
時
で
あ

り
ま
す
。

申
し
上
げ
た
諸
課
題
の

前
進
を
め
ざ
し
、
大
会
の

成
功
と
全
組
合
員
の
総
決

起
を
訴
え
る
と
同
時
に
全

て
の
闘
い
に
全
力
を
あ
げ

る
決
意
を
申
し
上
げ
る
。

（２） ２０２５年 ８ 月１６日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町２－２ 国労大阪会館内 ０６－６３５８－１１９０ NO.３８８
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長
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執
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執
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員

執
行
委
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執
行
委
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執
行
委
員

会
計
監
査
員

会
計
監
査
員

植
田

重
信

藤
野

能
章

大
和

忠
昭

大
北

真
也

倉
下

文
明

中
本

博
次

伊
野

活
行

河
野

宏
幸

波
見

健
一

谷
澤

由
紀
恵

石
割

嘉
夫

小
川

拓
人
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年
度
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部
体
制
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北

陸
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米

子
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畿
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近

畿
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畿
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近

畿
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近

畿
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代
議
員
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発
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は
次
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掲
載

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す


